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」
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平
家
正
節
」「
平
曲
吟
譜
新
集
」 

書
誌 

鳴
海
家
本
「
平
曲
吟
譜
新
集
」 

デ
ジ
タ
ル
処
理
に
あ
た
っ
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ウ
ェ
ブ
掲
載
に
つ
い
て 

平
曲
吟
譜
新
集
跋 

伝
承
系
譜
、
楠
美
家
略
系
図 

「
平
曲
吟
譜
新
集
」
と
館
山
家
所
蔵
の
譜
本 

 
（
館
山
宣
昭
） 

収
録
句
一
覧
、
索
引
（
平
家
正
節
順
） 

 
 
 

※
巻
末
よ
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謝
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木
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序 

 
 
 
 
 
 

 

『
平
家
正
節
』
は
、
荻
野
検
校
が
安
永
五
（17

7
6

）
年
に
名
古
屋
で
編
纂
し
た
平
曲
の
譜
本
で
あ
る
。
こ
の
譜
本
編

纂
の
後
に
は
、
大
が
か
り
な
整
譜
事
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
平
曲
譜
本
の
完
成
版
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
こ
の
『
平
家
正
節
』
に
よ
る
語
り
は
、
名
古
屋
を
中
心
に
伝
承
を
続
け
、
京
都
・
江
戸
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
伝
承
の
広
が
り
に
伴
い
、
譜
本
は
筆
写
を
繰
り
返
し
て
多
く
の
写
本
が
作
ら
れ
た
。 

 

『
平
家
正
節
』
の
写
本
は
、
各
地
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
そ
の
伝
承
の
系
譜
に
従
い
、

名
古
屋
系
の
写
本
と
江
戸
系
の
写
本
と
に
大
別
さ
れ
る
。
名
古
屋
系
の
写
本
は
総
じ
て
古
く
、
祖
本
に
類
似
す
る
も
の

が
多
い
の
に
対
し
、
江
戸
系
は
比
較
的
新
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
わ
た
る
写
本
が
み
ら
れ
て
、
そ
の
後
の
伝
承
の

様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

文
書
は
書
写
を
繰
り
返
す
と
誤
り
が
増
え
て
原
著
の
内
容
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
譜
本
は
稽
古
の
個
人
用
テ
キ

ス
ト
と
し
て
書
き
写
さ
れ
る
か
ら
、
書
写
の
際
に
気
付
い
た
誤
記
の
訂
正
を
は
じ
め
、
筆
記
者
の
技
量
に
応
じ
て
、
語

り
に
必
要
な
注
記
が
加
え
ら
れ
る
。
詞
に
読
み
仮
名
を
付
し
た
り
、
墨
譜
に
詳
細
を
書
き
足
し
た
り
、
ま
た
、
ゴ
マ
点

を
付
し
て
墨
譜
の
位
置
を
明
確
に
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
、
転
写
を
重
ね
る
ご
と
に
精
密
な
譜
本

へ
と
仕
上
が
っ
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。 

 

今
回
、
公
開
さ
れ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
鳴
海
家
本
『
平
曲
吟
譜
新
集
』
は
、『
平
家
正
節
』
の
江
戸
系
写
本
の
一
つ
で
あ

る
。
明
治
十
七
（1

88
4

）
年
に
完
成
し
た
と
い
う
か
ら
、
『
平
家
正
節
』
が
安
永
五
年
に
編
纂
さ
れ
て
か
ら
百
八
年
を
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経
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
現
存
す
る
写
本
の
う
ち
で
は
、
最
も
新
し
い
も
の
の
部
類
に
属
す
る
。
編
者
の
津
軽
平
八
郎

は
、
津
軽
藩
士
・
楠
美
太
素
の
平
曲
の
門
弟
で
あ
る
が
、
主
家
筋
の
門
弟
で
あ
る
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
丁
寧
な
指
導
を
受

け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
太
素
長
男
の
楠
美
晩
翠
の
記
し
た
跋
文
に
よ
れ
ば
、
二
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
の
労
作
と
い

う
か
ら
、
こ
の
譜
本
の
編
集
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
情
熱
を
注
い
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

『
平
曲
吟
譜
新
集
』
は
、
師
匠
・
楠
美
太
素
の
所
蔵
本
を
筆
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
江
戸
系
写
本
と
し
て

は
、
素
性
の
良
い
譜
本
で
あ
る
。
内
容
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
紙
面
は
整
然
と
し
た
文
字
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
振

り
仮
名
や
墨
譜
の
記
載
も
正
確
で
、
編
者
の
几
帳
面
な
性
格
を
窺
わ
せ
る
。
数
あ
る
写
本
の
な
か
で
も
、
最
も
優
れ
た

譜
本
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
平
家
正
節
』
の
祖
本
が
平
家
物
語
を
解
体
し
て
「
巻
通
し
（
巻
之
一
か
ら
巻
之
十
二
ま
で

一
句
ず
つ
抜
粋
し
た
も
の
）
」
に
編
集
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
譜
は
平
家
物
語
の
順
に
詞
章
を
配
列
し
直
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
曲
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
平
家
物
語
の
鑑
賞
に
も
役
立
つ
珠
玉
の
一
編

で
あ
る
。 

 

今
日
ま
で
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
こ
の
譜
本
が
、
関
係
者
の
英
断
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
平
曲
関
係
者
の
喜
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
研
究
者
の
期
待
も
大
き
い
。
出
版
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。 

 

荻
野
検
校
顕
彰
会
で
は
、
尾
﨑
家
本
『
平
家
正
節
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
公
開
を
近
く
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す

れ
ば
、
荻
野
検
校
の
蔵
書
印
の
あ
る
祖
本
と
、
百
年
余
り
後
に
津
軽
で
編
集
さ
れ
た
完
成
度
の
高
い
写
本
と
を
対
比
し

な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
日
の
来
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。 

荻
野
検
校
顕
彰
会 

 

代
表 

尾
﨑 

正
忠 
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本
事
業
の
目
的 

 
現
代
の
平
曲
演
奏
家
が
用
い
る
譜
本
は
「
平
家
正
節
」
で
あ
る
が
、
教
習
順
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
家
物
語

の
順
に
演
奏
・
鑑
賞
す
る
に
は
不
都
合
で
あ
る
。「
平
曲
吟
譜
新
集
」
は
平
家
物
語
の
順
に
再
編
纂
し
た
「
平
家
正
節
」

で
、
幕
末
～
明
治
期
に
か
け
て
、
平
曲
相
伝
者
が
演
奏
す
る
立
場
で
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
事
業
で
は
、
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
本
の
複

製
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
平
曲
伝
承
者
と
研
究
者
に
広
く
利
用
の
便
を
図
る
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
独
り

歩
き
を
避
け
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
数
は
三
十
部
と
し
、
関
連
研
究
機
関
と
相
伝
者
に
限
定
し
て
配
布
す
る
。 

な
お
、
「
平
家
正
節
」
一
之
上
下
を
中
心
に
、
有
名
な
章
段
を
二
十
句
ほ
ど
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
で
、
演
奏
者
・

鑑
賞
者
の
自
由
な
利
用
の
便
を
図
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
尾
﨑
家
本
「
平
家
正
節
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
が
公
開
さ
れ
れ
ば
比
較

が
容
易
に
な
り
、
学
生
や
研
究
者
へ
の
資
料
提
供
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。 

※ 

ウ
ェ
ブ
公
開
版 
 

平
曲
研
究
所 

h
tt
p
:
//
w
w
w.
h
e
ik
y
o
ku.

o
r
g 

 

 
 
 
 

「
平
家
吟
譜
」
「
平
家
正
節
」
「
平
曲
吟
譜
新
集
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
曲
と
は
、
平
家
物
語
に
節
を
つ
け
平
家
琵
琶
の
伴
奏
で
語
る
も
の
で
あ
る
。
平
家
琵
琶
、
平
家
、
平
曲
、
平
語
、

平
吟
、
平
家
詞
曲
、
平
家
音
楽
な
ど
と
呼
ば
れ
、
中
世
の
記
録
で
は
「
平
家
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
本
事
業
で
は
「
平
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曲
吟
譜
新
集
」
の
題
を
尊
重
し
て
平
曲
と
表
記
す
る
。 

 
平
曲
は
盲
人
職
能
集
団
「
当
道
座
」
の
最
高
位
検
校
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
初
期
に
は
武
家
や
茶
人

な
ど
晴
眼
の
者
た
ち
も
平
曲
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
茶
人
の
一
尾
伊
織
や
山
田
宗
徧
は
多
数
の
平
家
琵
琶
を
製

作
し
、
宗
徧
流
の
門
人
・
岡
村
玄
川
は
元
文
二
（17

3
7

）
年
に
「
平
家
吟
譜
」
を
編
纂
し
た
。
「
平
家
吟
譜
」
は
宮
﨑

文
庫
記
念
館
蔵
本
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
お
り
、
平
家
物
語
順
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。 

い
っ
ぽ
う
、
安
永
五
（1

7
76

）
年
に
は
尾
張
で
荻
野
検
校
が
「
平
家
正
節
」
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
は
内
容
や
技
術
が

平
易
な
句
か
ら
始
ま
る
教
習
順
に
な
っ
て
い
る
。
平
家
正
節
一
之
上
に
は
巻
之
一
か
ら
巻
之
六
ま
で
の
句
を
一
句
ず
つ
、

一
之
下
に
は
巻
之
七
か
ら
巻
之
十
二
を
一
句
ず
つ
収
め
る
の
で
、
平
家
物
語
巻
之
一
か
ら
巻
之
十
二
ま
で
の
句
を
一
句

ず
つ
語
る
「
巻
通
し
」
に
は
便
利
だ
が
、
話
の
流
れ
を
つ
か
む
の
に
は
不
自
由
で
あ
る
。 

弘
前
藩
で
は
藩
政
の
た
め
、
宝
暦
四
（1

7
5
4

）
年
以
降
、
藩
士
楠
美
家
が
参
勤
交
代
時
に
江
戸
で
平
曲
を
習
得
し
、

国
許
に
お
い
て
藩
士
た
ち
が
平
曲
を
伝
承
し
て
い
た
。
万
延
元
（1

8
60

）
年
よ
り
平
曲
を
学
ん
で
い
た
津
軽
平
八
郎
も

弘
前
藩
士
の
一
人
で
、「
平
家
正
節
」
を
「
平
家
吟
譜
」
の
ご
と
く
平
家
物
語
順
に
再
編
纂
し
て
「
平
曲
吟
譜
新
集
」

と
し
、
明
治
十
七
年
に
全
十
二
巻
を
完
成
さ
せ
た
。
士
大
将
兼
院
参
と
し
て
戊
辰
戦
争
な
ど
で
中
断
し
な
が
ら
の
労
作

で
あ
る
。「
間
の
物
」
を
含
む
の
で
平
家
物
語
の
顛
末
ど
お
り
に
平
曲
を
語
る
こ
と
が
で
き
、「
換
節
」
を
含
む
の
で
変

化
に
富
ん
だ
語
り
が
可
能
で
あ
る
。
多
く
の
口
伝
を
加
筆
し
た
最
も
語
り
や
す
い
譜
本
で
も
あ
る
。
句
の
編
纂
順
は
、

「
平
曲
古
今
譚
」
に
紹
介
さ
れ
る
「
片
仮
名
美
濃
紙
板
本
平
家
物
語
（
元
和
七
年
開
板
）」
と
一
致
す
る
。 

「
平
曲
吟
譜
新
集
」
は
楠
美
晩
翠
弟
の
佐
野
楽
翁
の
所
有
と
な
り
、
現
在
は
楽
翁
末
裔
の
鳴
海
家
が
所
蔵
し
て
い
る
。 
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書
誌 

 

所
在 

 
青
森
県
弘
前
市 

鳴
海
家
蔵
（
個
人
、
非
公
開
） 

書
形 

 

写
本
。
全
十
二
冊
。
縦
約
二
三
・
五
糎×

横
約
一
六
・
七
糎
。
半
紙
袋
綴
。 

表
紙 

 

縹
地
唐
草
模
様
表
紙
。
左
肩
に
打
曇
の
題
簽
。 

料
紙 

 

美
濃
紙 

書
写
年
代 

文
久
年
間
よ
り
明
治
十
七
年
四
月
ま
で
。
津
軽
平
八
郎
編
。 

巻
数 

 

巻
一
か
ら
巻
十
二
（
灌
頂
巻
含
む
）
ま
で
、
十
二
冊
。 

丁
数 

 

「
平
曲
吟
譜
新
集
」
巻
一
（
一
〇
八
）
、
巻
二
（
一
二
三
）
、
巻
三
（
一
〇
九
）、
巻
四
（
一
〇
九
）
、 

巻
五
（
一
〇
〇
）、
巻
六
（
七
八
）
、
巻
七
（
一
〇
九
）、
巻
八
（
八
六
）、
巻
九
（
一
三
五
）
、 

巻
十
（
一
〇
七
）、
巻
十
一
（
一
一
四
）
、
巻
十
二
（
一
〇
八
）
。 

行
数 

 

七
行
。 

蔵
書
印 

「
佐
埜
蔵
」（
朱
。
縦
約
二
・
九
糎×

横
約
一
・
四
糎
）。 

 
 
 
 

「
坂
上
津
軽
」
（
朱
。
縦
約
三
・
五
糎×

横
約
一
・
五
糎
）
。 

 
 
 
 

「
居
處
恭
執
事
」（
朱
白
文
。
縦
約
五
・
一
糎×

横
約
二
・
二
糎
）。 

奥
書
等 

「
平
曲
吟
譜
新
集
巻
十
二
」
跋
（
後
述
） 
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鳴
海
家
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
平
家
正
節
抄
」
四
冊
と
「
平
家
正
節
灌
頂
之
巻
・
大
小
秘
事
」
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
こ
の
五
冊
に
つ
い
て
も
収
録
し
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
は
公
開
し
な
い
。 

丁
数 

 
「
平
家
正
節
抄
」
抄
一
（
六
七
）
、
抄
二
（
六
七
）
、
抄
三
（
七
二
）、
抄
四
（
七
六
）。 

「
平
家
正
節
灌
頂
之
巻
・
大
小
秘
事
」
（
七
四
）。 

行
数 

 

七
行
。 

蔵
書
印 

抄
二
表
紙
と
抄
四
表
紙
に
「
楠
美
蔵
」
（
朱
。
縦
約
三
・
七
糎×

横
約
一
・
三
糎
）
。 

灌
頂
之
巻
目
次
に
前
出
の
「
佐
埜
蔵
」
「
坂
上
津
軽
」「
居
處
恭
執
事
」
と
「
佐
埜
蔵
」（
朱
。
子
持
枠
。 

縦
約
三
・
七
糎×

横
約
二
・
四
糎
）。 

奥
書
等 

「
平
家
正
節
抄
」
四
冊
と
も
最
終
丁
ウ
ラ
に
「
明
治
十
六
年
十
一
月
佐
野
楽
翁
（
花
押
）
」、 

抄
四
表
紙
裏
に
「
奉
納
諸
神
霊
／
右
折
笠
君
ノ
宅
ニ
於
テ
謹
吟
／
明
治
十
六
年
二
月
十
六
日 

佐
野
楽
翁
」。 

「
平
家
正
節
灌
頂
之
巻
・
大
小
秘
事
」
大
秘
事
之
巻
目
次
ウ
ラ
に
「
明
治
三
十
一
年
き
さ
ら
ぎ
の
日
、
東
京

に
物
し
け
る
于
、
深
川
区
深
川
誓
願
寺
に
住
け
る
大
教
正
深
川
照
阿
氏
に
平
曲
大
小
秘
事
の
巻
を
授
け
た
れ

ば
読
は
べ
り
け
る
／
よ
つ
の
緒
の
ふ
る
き
た
ふ
も
の
ひ
と
ふ
し
を
／
あ
は
れ
み
や
こ
に
つ
た
へ
け
る
か
な

／
楽
翁
」
※
深
川
照
阿
は
、
天
保
四
年
、
幕
府
寺
社
奉
行
支
配
下
の
生
と
い
う
。 

そ
の
他 

「
平
家
正
節
抄
五
」
が
存
在
し
て
い
た
と
の
伝
が
あ
る
が
、
所
在
は
不
明
で
あ
る
。 

ま
た
、「
平
家
正
節
抄
」
は
表
紙
と
目
次
に
相
違
が
あ
る
。「
文
覚
勧
進
帳
」「
伊
豆
院
宣
」「
都
還
」「
横
笛
」

の
四
句
は
表
紙
に
朱
点
を
付
し
て
示
す
の
み
で
、
目
次
に
も
本
編
に
も
収
録
さ
れ
な
い
。 
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鳴
海
家
本
「
平
曲
吟
譜
新
集
」 

  

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
虫
食
い
に
よ
る
欠
落
は
見
当
た
ら
な
い
。

唯
一
、
「
那
須
与
一
」
の
「
ひ
い
ふ
っ
と
」
の
「
ひ
い
」
の
字
と
、
そ
こ
に
重
な
る
数
枚
に
小
さ
な
破
損
が
見
ら
れ
る

だ
け
で
、
語
る
の
に
不
都
合
は
な
い
。
虫
害
を
受
け
に
く
い
料
紙
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も

鳴
海
家
に
お
い
て
定
期
的
に
虫
干
し
を
実
施
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
の
素
晴
ら
し
い
状
態
の
全
巻
揃
い
の
譜
本
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
機
会
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。 

 
 次

に
、
特
徴
を
列
記
し
て
み
る
。 

一
、
収
録
句
数 

 

平
家
正
節
全
一
九
九
句
の
う
ち
、
大
秘
事
三
句
を
除
く
一
九
六
句
を
収
録
す
る
。
た
だ
し
小
秘
事
は
相
伝
者
以
外
に

知
ら
れ
ぬ
よ
う
に
と
の
配
慮
で
墨
譜
を
記
さ
な
い
。
ま
た
小
秘
事
「
延
喜
聖
代
」
は
目
次
に
掲
載
し
な
い
。 

 

「
僧
都
死
去
」
は
「
有
王
島
下
」
か
ら
の
分
句
、「
東
国
下
向
」
は
「
富
士
川
」
か
ら
の
分
句
、「
生
好
」
は
「
宇
治

川
」
か
ら
の
分
句
、「
北
方
出
家
」
は
「
藤
戸
」
か
ら
の
分
句
、「
壇
浦
合
戦
」
は
「
遠
矢
」
か
ら
の
分
句
と
扱
い
、
目

次
で
は
元
の
句
の
下
に
朱
書
し
、
本
文
で
は
題
を
欄
外
に
記
す
。「
鶏
合
」
は
元
の
題
を
「
壇
浦
合
戦
」
と
扱
う
。 

一
、
目
次 

 

収
録
句
の
上
部
に
朱
書
で
「
平
家
正
節
」
の
収
録
巻
を
示
す
。 
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一
、
改
行
、
改
頁 

尾
﨑
家
本
「
平
家
正
節
」
等
で
は
、
句
が
変
わ
る
ご
と
に
料
紙
を
改
め
る
が
、
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
で
は
改
行
し
て

次
の
句
の
題
を
記
し
、
さ
ら
に
改
行
し
て
す
ぐ
に
本
文
が
続
く
。
題
が
七
行
目
（
ペ
ー
ジ
の
最
終
行
）
と
な
っ
て
も
改

頁
は
な
い
。
分
句
が
あ
る
場
合
に
は
元
の
題
を
墨
書
し
、
分
句
す
る
と
こ
ろ
で
改
行
し
、
そ
の
題
は
欄
外
に
朱
書
す
る
。

「
換
節
」
は
改
行
し
て
字
下
が
り
と
す
る
。
換
節
が
終
わ
る
と
改
行
す
る
例
が
多
い
。「
間
の
物
」
の
う
ち
、「
宇
佐
行

幸
」
と
「
先
帝
御
入
水
」
は
、
正
節
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
改
行
す
る
。 

例
外
は
以
下
の
と
お
り
。 

「
我
身
栄
華
」
は
題
の
前
後
に
一
行
あ
き
。 

「
山
門
滅
亡
」
「
大
衆
揃
」
「
元
坊
（
還
亡
）
」
「
木
曾
山
門
牒
状
」「
樋
口
被
斬
」
「
敦
盛
最
期
」「
落
足
」 

以
上
七
句
は
題
の
前
に
一
行
あ
き
。 

「
維
盛
都
落
」
は
題
の
前
に
二
行
あ
き
。 

「
維
盛
出
家
」
は
題
の
前
に
三
行
あ
き
。 

「
戒
文
」
「
勝
浦
合
戦
」
以
上
二
句
は
改
頁
（
題
の
前
に
一
行
あ
き
）
。 

「
鼓
判
官
」「
一
二
駈
」
以
上
二
句
は
改
頁
（
題
の
前
に
二
行
あ
き
）
。 

「
少
将
都
還
」
は
改
頁
（
題
の
前
に
三
行
あ
き
）
。 

「
妓
王
」
は
約
三
分
の
一
、「
口
説
毎
月
贈
れ
け
る
百
石
百
貫
を
も
止
め
ら
れ
」
で
改
行
。 

「
女
院
御
出
家
」
は
改
頁
。 
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一
、
墨
譜 

 
本
文
の
読
み
仮
名
の
右
に
文
字
譜
で
示
さ
れ
る
。
本
文
の
漢
字
一
字
に
墨
譜
が
複
数
つ
く
場
合
、
読
み
仮
名
は
二
字

ま
た
は
三
字
ま
で
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
送
り
仮
名
ま
た
は
当
て
字
が
用
い
ら
れ
る
。
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
→
政
（
ま

つ
り
）
事
（
ご
と
）
、
蒙
（
こ
う
む
）
る
→
蒙
（
こ
う
）
む
る
、
な
ど
。 

 

読
み
仮
名
の
右
に
朱
で
墨
譜
が
書
き
足
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
原
本
と
の
照
合
時
に
補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本

文
の
左
側
に
も
朱
で
墨
譜
が
書
き
足
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
吟
譜
な
ど
他
の
本
に
存
在
し
た
墨
譜
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
も
、
原
本
が
定
か
で
は
な
い
の
で
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
本
来
の
墨
譜
だ
け
で
は
語
り
に
く
い
場
合
に
大
い
に
参
考

に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

一
、
朱
書 

本
文
、
読
み
仮
名
、
墨
譜
の
ほ
か
に
、
朱
を
加
え
る
こ
と
で
、
情
報
量
を
増
や
し
て
い
る
。 

曲
節
の
囲
み
線
、
琵
琶
の
手
を
示
す
文
字
や
記
号
、
連
平
家
の
表
示
（
朱
書
の
貼
り
紙
ま
た
は
囲
み
線
）
、
墨
譜
の

補
足
、
欄
外
の
覚
え
書
き
な
ど
で
あ
る
。 

 

連
平
家
は
、
導
師
を
示
す
「
ト
ウ
」、
脇
を
示
す
「
ワ
キ
」
、
連
れ
て
語
る
こ
と
を
示
す
「
ツ
レ
」
の
字
を
小
さ
な
紙

片
に
朱
書
し
て
貼
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
際
、
墨
譜
に
重
な
っ
て
い
た
も
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
の
都
合
で
墨
譜
が
部

分
的
に
見
え
な
く
な
る
が
、
前
後
関
係
か
ら
墨
譜
の
推
定
は
容
易
く
、
語
り
に
不
都
合
は
な
い
。 

一
、
濁
点 

本
文
の
漢
字
に
直
接
、
濁
点
を
付
し
て
読
み
方
を
示
す
の
は
、
尾
﨑
家
本
「
平
家
正
節
」
や
宮
﨑
文
庫
記
念
館
蔵
本
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「
平
家
吟
譜
」
と
同
様
で
あ
る
。 

 
読
み
仮
名
の
濁
点
に
は
、
写
本
時
に
前
後
し
た
も
の
や
琵
琶
の
手
を
示
す
記
号
と
混
同
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
古
い

時
代
の
子
音
を
示
す
と
思
し
き
も
の
も
あ
り
、
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。
い
っ
ぽ
う
で
清
音
を
あ
ら
わ
す
「
ス
」（
澄

む
）
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。 

な
お
楠
美
太
素
が
江
戸
の
旗
本
や
他
藩
の
藩
士
の
「
平
家
正
節
」
を
写
本
し
た
こ
と
や
、
当
時
の
弘
前
藩
士
の
書
簡

か
ら
類
推
す
る
限
り
で
は
、
津
軽
弁
に
よ
る
濁
点
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。 

一
、
そ
の
他 

間
違
え
た
個
所
を
貼
り
紙
で
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
る
（
デ
ジ
タ
ル
処
理
の
都
合
で
、
画
像
で
は
確
認
で
き
な
い
）
。 

書
写
の
後
に
製
本
し
た
と
み
ら
れ
る
。「
灌
頂
之
巻
／
大
小
秘
事
」
で
は
、
綴
じ
目
近
く
ま
で
朱
書
が
あ
る
た
め
に

ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
れ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
「
抄
四
」
と
「
灌
頂
之
巻
／
大
小
秘
事
」
で
は
、
製
本
時
の
裁
断
で
文

字
が
欠
け
た
も
の
も
あ
る
。 

 

変
体
仮
名
の
傾
向
や
書
体
が
、
句
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
幕
末
と
明
治
維
新
を
経
て
二
十
年
余
り
を
費
や

し
た
の
で
津
軽
平
八
郎
の
変
化
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
書
写
の
元
と
な
っ
た
譜
本
の
特
徴
を
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
、
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、「
語
り
や
す
い
」
譜
本
と
い
え
る
。 
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デ
ジ
タ
ル
処
理
に
あ
た
っ
て 

 
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
一
式
を
鳴
海
家
よ
り
預
か
り
、
裏
面
写
り
込
み
を
軽
減
す
る
た
め
に
間
紙
を
入
れ
た
上
で
、
印

刷
会
社
（
株
式
会
社
キ
ョ
ー
コ
ロ
、
東
京
都
葛
飾
区
）
に
て
慎
重
に
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
り
撮
影
し
た
、 

教
習
目
的
で
印
刷
す
る
こ
と
を
鑑
み
、
黒
と
赤
の
二
色
に
画
像
を
調
整
し
、
和
紙
に
生
じ
た
皺
の
写
り
込
み
を
除
去
。

原
本
と
画
像
を
照
合
し
て
汚
れ
削
除
な
ど
の
画
像
処
理
を
行
い
、
再
度
色
の
調
整
と
ペ
ー
ジ
番
号
の
付
与
を
行
っ
た
。

ペ
ー
ジ
番
号
は
デ
ー
タ
管
理
を
優
先
し
、
丁
数
で
は
な
く
ペ
ー
ジ
ご
と
に
割
り
振
っ
た
。
奇
数
ペ
ー
ジ
は
丁
の
表
、
偶

数
ペ
ー
ジ
は
丁
の
裏
で
あ
る
。
た
だ
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
丁
ご
と
に
表
示
し
て
い
る
。 

当
初
は
デ
ー
タ
の
み
を
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
十
七
枚
に
収
録
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
デ
ー
タ
の
保
護
と
利
便
性
を
考
え
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
枚
に
収
録
し
た
。 

 

ウ
ェ
ブ
掲
載
に
つ
い
て 

 

正
節
一
之
上
下
（
全
十
二
句
）
か
ら
十
句
、
名
古
屋
伝
承
句
八
句
、
伝
授
物
三
句
に
、「
換
節
」
、「
間
の
物
」
を
含

む
合
計
二
十
句
を
選
ん
で
掲
載
し
た
。
ま
た
、「
平
曲
吟
譜
新
集
」
な
ら
で
は
の
平
家
物
語
順
の
句
も
加
え
た
。 

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
株
式
会
社
コ
ム
ネ
ッ
ク
ス
が
運
営
す
るBo

o
k
Tu
s

（
ブ
ッ
ク
タ
ス
）
の
変
換
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
要
領
で
譜
本
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
掲
載
句
は
次
の
と
お
り
。 
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巻
一  

祇
園
精
舎 

 

平
家
正
節
小
秘
事
（
伝
授
物
、
冒
頭
の
一
ペ
ー
ジ
の
み
）  

巻
一  

鱸 
 
 
 
 

平
家
正
節
一
之
上
、
名
古
屋
伝
承
句
、
換
節
、
祝
儀  

巻
一  
桜 

 
  

 

初
心
者
が
学
ぶ
一
節
、
祝
儀  

巻
二  
卒
都
婆
流 

 

平
家
正
節
一
之
上
、
名
古
屋
伝
承
句
、
換
節 

巻
三  

無
紋
沙
汰 

 

平
家
正
節
一
之
上 

巻
四  

鵺 
 
 
 
 

平
家
正
節
四
之
上
、
祝
儀  

巻
五  

月
見 

 
 
 

平
家
正
節
一
之
上
、
換
節 

巻
六  

紅
葉 

 
 
 

平
家
正
節
一
之
上
、
名
古
屋
伝
承
句 

巻
七  

竹
生
島
詣 

 

平
家
正
節
一
之
下
、
名
古
屋
伝
承
句 

巻
七  

忠
度
都
落 

 

平
家
正
節
三
之
下
、
連
続
句 

巻
七  

経
正
都
落 

 

平
家
正
節
四
之
下
、
連
続
句 

巻
八  

宇
佐
行
幸 

 

平
家
正
節
一
之
下
、
間
の
物  

巻
九  

生
好 

 
 
 

平
家
正
節
一
之
下
、
名
古
屋
伝
承
句
、
連
続
句 

巻
九  

宇
治
川 

 
 

平
家
正
節
三
之
下
、
名
古
屋
伝
承
句
、
換
節
、
連
続
句 

巻
九  

敦
盛
最
期 
 

平
家
正
節
二
之
下  

巻
十  

海
道
下 
 
 

平
家
正
節
一
之
下 

巻
十  

横
笛 

 
 
 

平
家
正
節
二
之
下
、
名
古
屋
伝
承
句 

巻
十
一 

那
須
与
一 

 

平
家
正
節
一
之
下
、
名
古
屋
伝
承
句 

巻
十
一 

腰
越 

 
 
 

伝
授
物
（
読
物
、
後
半
の
九
ペ
ー
ジ
の
み
）  

巻
十
二 

小
原
御
幸 

 

伝
授
物
（
灌
頂
巻
、
冒
頭
の
五
ペ
ー
ジ
の
み
） 



14 
 

平
曲
吟
譜
新
集
跋 

 
 

「
平
曲
吟
譜
新
集
」
巻
十
二
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
た
跋
文
と
要
約
を
掲
載
す
る
。
跋
文
の
改
行
は
原
文
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
宜
句
読
点
を
加
え
た
。 

 

平
八
郎
君
、
一
日
平
曲
吟
譜
新
集
ヲ
携
来
リ
、
余
ニ
跋
文
ヲ
嘱
ス
。
即
チ
繰
テ
之
ヲ
閲
ス
。
巻
首
ニ
祇
園
精
舎
之
句
ヲ
録

シ
、
巻
尾
ニ
御
往
生
ヲ
記
シ
、
全
部
十
二
巻
ト
ス
。
間
之
物
及
ヒ
換
節
、
五
句
揃
、
炎
上
物
、
源
氏
揃
等
、
亦
年
代
順
次

ニ
記
載
ス
。
其
製
頗
古
平
曲
吟
譜
ニ
俲
フ
。
加
之
肝
文
之
句
、
亦
順
次
ニ
録
ス
。
而
シ
テ
大
小
秘
事
ノ
句
ニ
曲
節
ヲ
省
ク

モ
ノ
ハ
、
平
曲
者
ノ
秘
事
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
君
之
此
ヲ
修
録
ス
ル
意
ヲ
忖
度
ス
ル
ヤ
、
安
永
中
荻
野
検
校
改
正
平
家

正
節
本
ハ
、
故
サ
ラ
ニ
句
々
ノ
位
置
ヲ
顛
倒
シ
テ
事
跡
順
次
ナ
ラ
ス
。
故
ニ
、
一
句
ヲ
吟
シ
テ
容
易
ク
前
後
ノ
段
落
ヲ
知

ル
能
ハ
ス
。
君
曽
テ
之
ヲ
厭
ヒ
、
因
テ
此
ノ
挙
ア
ル
所
以
ナ
リ
。
抑
、
君
ハ
我
旧
藩
主
津
軽
家
ノ
支
族
ニ
シ
テ
名
門
タ
リ
。

夙
ニ
文
武
ヲ
好
ミ
、
能
ク
下
僚
ヲ
鼓
舞
ス
。
就
中
馬
術
弓
芸
ニ
達
シ
、
亦
書
ヲ
善
ク
ス
。
万
延
元
年
庚
申
、
折
笠
儀
正
ニ

就
キ
平
曲
ヲ
学
ヒ
、
後
チ
余
カ
先
人
太
素
ニ
学
フ
。
遂
ニ
灌
頂
之
秘
ヲ
伝
フ
。
自
ラ
平
家
正
節
全
部
ヲ
騰
録
ス
。
尚
新
集

ヲ
修
録
シ
、
業
未
タ
半
ナ
ラ
ス
。
文
久
中
、
国
家
之
多
事
ニ
遭
ヒ
、
爾
来
人
事
怱
忙
、
平
曲
亦
将
ニ
地
ニ
落
ン
ト
ス
。
明

治
十
五
年
三
月
廿
二
日
、
太
素
病
ヲ
以
テ
歿
ス
。
晩
翠
、
廿
年
前
ノ
往
事
ニ
感
ア
リ
。
平
曲
ノ
遂
ニ
湮
滅
セ
ン
コ
ト
ヲ
恐

レ
、
之
カ
再
興
ヲ
謀
ル
。
君
及
ヒ
諸
輩
、
大
ニ
之
ヲ
慫
慂
ス
。
其
九
月
ヨ
リ
、
月
々
旧
藩
主
香
花
院
報
恩
寺
ニ
於
テ
奉
納

会
ヲ
開
キ
、
又
月
々
日
ヲ
期
シ
テ
吟
演
ス
ル
コ
ト
六
回
。
是
ニ
於
テ
、
平
曲
大
ニ
旧
時
ニ
復
ス
。
君
再
ヒ
曩
ノ
吟
譜
ヲ
継
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録
ス
。
客
歳
四
月
、
晩
翠
ヨ
リ
小
秘
事
ヲ
伝
フ
。
今
年
又
大
秘
事
ヲ
伝
フ
。
茲
ニ
四
月
、
吟
譜
修
録
大
成
ス
。
前
後
凡
ソ

二
十
有
余
年
ナ
リ
。
古
語
ニ
曰
ク
、
有
志
者
事
遂
ニ
成
也
ト
。
君
之
謂
ナ
リ
。
君
ノ
平
曲
ハ
、
概
シ
テ
平
調
ニ
発
シ
、
緩

急
長
短
能
ク
、
節
度
ニ
適
シ
、
後
学
ヲ
教
授
ス
ル
コ
ト
聊
誤
謬
ナ
シ
。
余
常
ニ
之
ヲ
嘉
ス
。
併
書
シ
テ
以
テ
跋
文
ト
ス
。 

 

明
治
十
七
年
四
月 

弘
前 

楠
美
晩
翠
誌 

 

津
軽
平
八
郎
は
、
荻
野
検
校
が
教
習
順
に
編
纂
し
た
「
平
家
正
節
」
を
、
平
家
物
語
の
順
番
に
再
編
纂
し
、
間
の
物
（
あ

い
の
も
の
）
や
換
節
（
か
え
ぶ
し
）
や
伝
授
物
を
含
め
て
全
十
二
巻
の
譜
本
と
し
た
。「
平
家
正
節
」
以
前
の
「
平
家

吟
譜
」
が
年
代
順
（
平
家
物
語
ど
お
り
の
順
）
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
と
し
た
。
な
お
大
秘

事
を
省
略
し
、
小
秘
事
の
節
博
士
を
省
く
こ
と
で
、
相
伝
者
以
外
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。 

津
軽
平
八
郎
は
旧
藩
主
津
軽
家
の
支
流
で
、
文
武
両
道
で
あ
る
。
万
延
元
（1860

）
年
よ
り
、
折
笠
儀
正
、
楠
美
太

素
に
平
曲
を
学
び
、
灌
頂
を
修
め
、
「
平
家
正
節
」
を
書
写
し
、
さ
ら
に
新
集
を
録
し
は
じ
め
た
。
文
久
以
降
は
世
の

中
が
騒
が
し
く
、
平
曲
も
存
亡
の
危
機
を
迎
え
た
。
明
治
十
五
（1882

）
年
太
素
が
病
死
し
、
長
男
の
私
が
平
曲
の

再
興
を
諮
る
と
、
平
八
郎
も
皆
も
勧
め
て
く
れ
た
。
そ
の
九
月
か
ら
弘
前
報
恩
寺
で
毎
月
奉
納
演
奏
を
し
、
毎
月
六
回

の
平
曲
会
を
行
っ
た
。
平
曲
は
復
活
し
、
平
八
郎
は
吟
譜
新
集
に
再
び
取
り
組
み
、
昨
年
四
月
に
小
秘
事
を
、
今
年
は

大
秘
事
を
修
得
し
た
。
今
年
四
月
、
平
八
郎
の
志
が
実
り
、
二
十
有
余
年
を
か
け
た
吟
譜
が
完
成
し
た
。
平
八
郎
の
平

曲
は
緩
急
自
在
で
、
後
進
の
指
導
も
適
切
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
跋
文
と
す
る
。 

 
 

 

明
治
十
七
（1884

）
年
四
月 

楠
美
晩
翠 
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伝
承
系
譜
、
楠
美
家
略
系
図 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

楠
美
則
徳
（1754

～1819

）
楠
美
家
九
代
当
主
。 

弘
前
藩
用
人
。
参
勤
交
代
で
を
利
用
し
て
三
島
自
寛 

と
川
村
良
碩
よ
り
平
家
吟
譜
数
十
句
を
学
ぶ
。 

楠
美
太
素
（1817
～1882
）
楠
美
家
十
一
代
当
主
。 

天
保
六
年
よ
り
弘
前
に
て
平
家
吟
譜
を
学
ぶ
。
七
回 

の
参
勤
交
代
で
、
青
山
弥
総
右
衛
門
・
中
山
真
斎
・ 

大
木
弁
庵
・
麻
岡
検
校
か
ら
平
家
正
節
を
学
び
、
中 

山
よ
り
大
小
秘
事
を
相
伝
。
藩
主
津
軽
順
承
の
平
曲 

修
得
時
に
同
席
を
許
さ
れ
て
い
た
。 

楠
美
晩
翠
（
太
素
長
男
、1837

～1887

）
楠
美
家
十 

二
代
当
主
。
安
政
四
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
大
秘
事
相
伝
。
明
治
元
年
京
都
留
守
居
役
。
太
素
没
後
は
、
平
曲
の
研
究
、

後
進
の
育
成
、
「
平
曲
会
」
の
開
催
に
情
熱
を
傾
け
る
。
「
平
曲
古
今
譚
」「
平
曲
統
伝
記
」「
平
曲
温
故
集
」
を
著
す
。 

佐
野
楽
翁
（
太
素
次
男
）
安
政
四
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
明
治
二
一
年
に
大
秘
事
内
伝
の
記
録
が
あ
る
。 

館
山
漸
之
進
（
太
素
三
男
）
安
政
四
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
明
治
二
一
年
に
大
秘
事
内
伝
の
記
録
が
あ
る
。 

明
治
四
十
年
、
東
京
音
楽
学
校
調
査
保
存
課
嘱
託
。
明
治
四
三
年
『
平
家
音
楽
史
』
上
梓
。 
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折
笠
儀
正
（
冬
次
郎
義
父
）
安
政
六
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
大
秘
事
相
伝
。 

津
軽
平
八
郎
（
津
軽
家
門
閥
、
太
素
義
弟
）
万
延
元
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
大
秘
事
相
伝
。 

津
軽
八
十
五
郎
（
津
軽
家
門
閥
）
明
治
十
五
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
小
秘
事
相
伝 

楠
美
六
五
郎
（
太
素
五
男
）
明
治
十
六
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

小
枝
七
雄
（
太
素
六
男
）
明
治
十
八
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。
大
正
十
四
年
、 

六
五
郎
長
男
の
一
郎
と
晩
翠
孫
の
梅
子
の
婚
礼
の
席
で
平
曲
を
語
る
。 

楠
美
冬
次
郎
（
晩
翠
次
男
）
楠
美
家
十
三
代
当
主
。
明
治
十
七
年
よ
り 

平
曲
を
学
ぶ
。
明
治
二
二
年
灌
頂
相
伝
。
り
ん
ご
の
栽
培
と
研
究
を
手 

が
け
た
。
父
晩
翠
の
死
後
も
楠
美
家
の
奥
座
敷
で
「
平
曲
会
」
を
行
う
。 

楠
美
恩
三
郎
（
晩
翠
三
男
）
明
治
十
七
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

佐
野
龍
之
助
（
楽
翁
長
男
、
熙
）
明
治
十
七
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

佐
野
盈
之
進
（
楽
翁
次
男
）
明
治
十
七
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

佐
野
蔵
之
丞
（
楽
翁
三
男
）
明
治
十
八
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

折
笠
ナ
キ
（
冬
次
郎
義
姉
）
明
治
十
七
年
よ
り
平
曲
を
学
ぶ
。 

館
山
甲
午
（
漸
之
進
四
男
）
明
治
二
七
年
生
。
昭
和
四
四
年
、
国
選
択 

無
形
文
化
財
技
芸
者
の
指
定
を
受
け
る
。 

 

明
治
十
七
年
前
後
、
一
族
が
一
丸
と
な
っ
て
平
曲
伝
承
に
心
血
を
注
い
だ
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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「
平
曲
吟
譜
新
集
」
と
館
山
家
所
蔵
の
譜
本 

 
 
 
 
 
 

 

昭
和
三
八
年
頃
に
、
故
金
田
一
春
彦
先
生
が
た
十
三
名
で
仙
台
に
保
存
会
結
成
の
動
き
が
あ
り
、
当
時
東
京
在
住
の

私
に
父
甲
午
か
ら
新
聞
記
事
が
送
ら
れ
た
の
が
、
平
曲
発
心
の
契
機
と
な
っ
た
。
父
か
ら
借
り
る
譜
本
は
コ
ピ
ー
本
で
、

一
部
を
余
分
に
コ
ピ
ー
返
し
す
る
の
が
き
ま
り
で
あ
っ
た
。
謝
礼
で
あ
る
と
同
時
に
、
高
価
な
が
ら
経
年
変
化
し
て
い

く
湿
式
コ
ピ
ー
に
対
す
る
知
恵
で
も
あ
っ
た
。
コ
ピ
ー
し
た
譜
本
は
平
家
正
節
の
編
纂
ど
お
り
に
六
句
ず
つ
丁
寧
に
製

本
し
て
大
切
に
扱
う
よ
う
に
、
譜
本
を
粗
末
に
す
る
者
に
は
教
え
な
い
、
と
父
か
ら
厳
重
に
言
わ
れ
た
。
か
つ
て
隣
家

の
火
事
の
類
焼
に
遭
い
、
琵
琶
と
譜
本
を
や
っ
と
の
思
い
で
救
っ
た
館
山
家
の
家
訓
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

館
山
家
に
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
譜
本
が
約
六
十
冊
あ
る
が
、
コ
ピ
ー
本
よ
り
貴
重
な
写
本
ゆ
え
、

な
か
な
か
整
理
で
き
ず
に
い
た
。
で
き
れ
ば
平
曲
二
百
句
の
知
識
を
有
す
る
複
数
名
で
調
査
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
た
。

昨
年
十
月
、
山
内
と
も
子
氏
か
ら
受
け
継
い
だ
古
川
久
美
子
氏
が
私
の
も
と
で
十
二
年
間
の
努
力
を
重
ね
、
二
百
句
を

相
伝
し
た
の
で
、
遂
に
館
山
家
所
蔵
の
譜
本
を
調
査
・
整
理
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。
以
下
に
概
要
を
示
す
。 

 

一
、
楠
美
晩
翠
本
（
二
十
一
冊
） 

 

１
．
平
家
正
節
（
七
行
書
、
十
八
冊
）
※
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
と
同
一
の
譜
本
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

 
 

一
之
上
、
一
之
下
（
二
冊
）
、
二
之
上
、
三
之
上
、
三
之
下
、
四
之
下
、
五
之
上
、
五
之
下
、
六
之
下
、 

七
之
上
（
二
冊
）、
七
之
下
、
八
之
上
、
八
之
下
、
九
之
上
、
十
一
之
上
、
五
句
揃
。 
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２
．
平
家
正
節
抄
（
七
行
書
、
三
冊
）
※
各
巻
末
に
「
明
治
十
六
年
一
月
、
楠
美
晩
翠
」
の
署
名
あ
り
。
ま
た
、「
津

軽
藩
士
楠
美
晩
翠
手
記
、
昭
和
三
十
年
六
月
、
館
山
甲
午
製
本
」
の
朱
書
あ
り
。
鳴
海
家
所
蔵
本
と
選
句
が

少
々
異
な
る
が
、
書
写
し
た
時
期
が
一
か
月
違
い
な
の
で
、
当
時
の
伝
承
の
状
況
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。 

抄
之
二
（
都
遷
、
月
見
、
八
坂
流
訪
月
、
文
覚
強
行
、
文
覚
勧
進
帳
、
伊
豆
院
宣
、
東
国
下
向
、
五
節
沙
汰
、 

都
還
、
紅
葉
、
小
督
、
竹
生
嶋
詣
、
火
燧
合
戦
）
、 

抄
之
三
（
木
曽
願
書
、
實
盛
最
期
、
山
門
返
牒
、
平
家
連
署
願
書
、
維
盛
都
落
、
忠
度
都
落
、
経
正
都
落
、 

青
山
沙
汰
、
福
原
落
、
山
門
御
幸
、
宇
佐
行
幸
、
生
食
、
宇
治
川
）
、 

抄
之
四
（
河
原
合
戦
、
木
曽
最
期
、
三
草
勢
揃
、
老
馬
、
一
二
駈
、
二
度
駈
、
坂
落
、
忠
度
最
期
、 

敦
盛
最
期
、
濱
軍
、
小
宰
相
、
海
道
下
、
千
寿
前
） 

二
、
東
原
漸
造
本
（
七
行
書
、
二
冊
） 

 
 

平
家
正
節
十
二
之
下
（
大
庭
早
馬
、
入
道
逝
去
、
経
嶋
、
横
田
河
原
合
戦
） 

平
家
正
節
十
四
之
上
（
小
朝
拝
、
樋
口
被
斬
、
河
原
合
戦
、
六
箇
度
合
戦
（
後
半
欠
）
、
一
二
駈
（
欠
本
）
） 

三
、
楠
美
太
素
本
（
五
行
書
、
一
冊
） 

 
 

（
鶏
合
、
生
好
、
宇
治
川
、
那
須
与
一
、
康
頼
祝
詞
） 

四
、
津
軽
順
承
公
自
筆
本
（
三
十
冊
） 

 

１
．
平
家
正
節
（
五
行
書
、
十
八
冊
）
※
「
津
軽
順
承
公
手
書
、
安
政
六
年
己
未
三
月
吉
日
、
明
治
四
十
三
年
六
月
、

伯
爵
承
昭
公
よ
り
館
山
漸
之
進
拝
戴
、
平
家
正
節
三
十
三
冊
の
内
、
館
山
甲
午
」
の
朱
書
あ
り
。 
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三
之
上
、
四
之
上
、
五
之
上
、
七
之
上
、
七
之
下
、
八
之
下
、
九
之
上
、
九
之
下
、
十
之
上
、
十
之
上
下
、 

十
一
之
上
（
妓
王
）
（
願
立
）、
十
五
之
上
、
十
五
之
下
、
読
物
上
、
読
物
下
、
五
句
揃
、
灌
頂
五
句 

 

２
．
平
曲
節
譜
（
五
行
書
、
十
二
冊
） 

 
 

九
之
中
（
樋
口
被
斬
、
六
箇
度
合
戦
、
三
草
勢
揃
） 

十
之
中
（
海
道
下
、
千
寿
前
）、
（
横
笛
）
、（
高
野
巻
、
維
盛
出
家
） 

十
之
下
（
熊
野
参
詣
、
維
盛
入
水
）
、（
三
日
平
氏
、
北
方
出
家
、
藤
戸
、
大
嘗
会
沙
汰
） 

十
一
之
上
（
逆
櫓
、
勝
浦
合
戦
、
大
坂
越
、
嗣
信
最
期
、
那
須
与
一
、
弓
流
） 

十
一
之
中
（
志
度
合
戦
、
鶏
合
、
壇
浦
合
戦
、
遠
箭
、
先
帝
御
入
水
、
能
登
殿
最
期
、
内
侍
所
都
入
） 

十
一
之
下
（
一
門
大
路
渡
、
平
大
納
言
文
沙
汰
、
副
将
被
斬
、
腰
越
、
大
臣
殿
誅
罰
） 

十
二
之
上
（
重
衡
被
斬
、
大
地
震
、
紺
掻
、
平
大
納
言
被
流
、
土
佐
坊
被
斬
、
判
官
都
落
） 

十
二
之
下
（
吉
田
大
納
言
沙
汰
、
六
代
乞
請
、
泊
瀬
六
代
、
六
代
被
斬
） 

そ
の
他
（
康
頼
祝
詞
、
卒
都
婆
流
、
公
卿
揃
（
欠
本
）
、
大
塔
建
立
、
頼
豪
、
物
怪
（
欠
本
）
、
朝
敵
揃
、
大
庭
早
馬
） 

五
、
書
写
者
不
詳
本
（
五
冊
） 

 
 

五
之
下
の
内
（
燈
籠
、
小
朝
拝
） 

灌
頂
五
句
（
二
冊
、
五
行
書
、
七
行
書
、
撥
付
） 

 

小
秘
事
二
句
（
五
行
書
、
撥
付
、
替
節
之
句
） 

 

大
秘
事
三
句
（
欠
本
、
補
完
本
） 
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江
戸
時
代
の
平
曲
譜
本
の
構
成
や
伝
播
に
は
、
俳
諧
の
盛
行
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

尾
張
藩
士
で
あ
っ
た
横
井
也
有
（1

70
2

年
‐1

78
3

年
）
は
、
荻
野
検
校
が
尾
張
藩
に
招
か
れ
る
前
の
宝
暦
八
年
に
、

平
曲
の
「
巻
通
し
」
を
か
た
ど
っ
て
連
句
を
巻
い
て
い
る
。
ま
た
也
有
が
若
い
頃
よ
り
写
本
し
た
「
平
語
」
に
は
、
そ

の
節
博
士
を
胡
粉
で
塗
り
潰
し
、
安
永
五
（1

77
6

）
年
に
編
纂
さ
れ
た
「
平
家
正
節
」
の
譜
記
に
変
更
し
た
跡
が
見
ら

れ
る
。「
平
家
正
節
」
の
習
い
易
さ
、
合
理
性
を
い
ち
早
く
評
価
し
て
、
全
国
に
先
が
け
て
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

譜
記
を
変
更
す
る
と
い
う
行
為
も
ま
た
興
味
深
い
。 

「
巻
通
し
」
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
全
く
関
係
な
い
楽
し
み
方
で
、
革
新
的
な
存
在
で
あ
る
。
「
平
家
正
節
」
は
そ
の

よ
う
な
側
面
か
ら
俳
諧
で
も
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

い
っ
ぽ
う
「
平
曲
吟
譜
新
集
」
は
、
「
巻
通
し
」
を
敢
え
て
平
家
物
語
の
順
に
戻
す
の
で
あ
る
か
ら
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
復
古
調
的
試
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
幕
末
の
動
乱
二
十
年
の
間
に
、
津
軽
平
八
郎
が
私
（
ひ
そ
）
か
に

辛
苦
の
末
に
完
成
さ
せ
た
経
緯
も
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。 

コ
ピ
ー
本
を
湿
式
コ
ピ
ー
し
て
製
本
す
る
だ
け
で
も
気
を
遣
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
写
本
に
は
書
写
し
た
者
の
経
験

と
工
夫
が
反
映
さ
れ
、
保
存
し
て
き
た
者
の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
便
利
に
な
っ
て
も
、
「
平
曲
吟

譜
新
集
」
の
重
さ
を
忘
れ
ず
に
大
切
に
扱
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

平
家
琵
琶
研
究
保
存
会 

 

館
山 

宣
昭 


